
　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

　【児童質問紙調査】

◎

○

○

 【学校質問紙調査】 　 【学校質問紙調査】

教　　　科

【滝上町の学力向上策】

○

○

理科では、「物質」「生命」で全国を上回っている。
○

○

○

算数Ａでは、「量と測定」「図形」「数量関係」で全
国を上回っている。

「算数の授業において、年間の授業のうち、おお
よそ３／４以上、習熟の遅いグループに対して少
人数による指導を行い、習得できるようにした」と
回答した学校の割合が、全国を上回っている。

■滝上町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：13人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

○
理科の授業において、児童の好奇心や意欲
が喚起されるよう、工夫したことにより、児童
の学習意欲が向上し、基礎的・基本的な学習
内容の定着が図られたと考えられる。

◎ 望ましい生活習慣の定着に向けた取組の推進

　【児童質問紙調査】

国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」で全国を上回っ
ている。

算数の授業において、習熟の遅いグループ
に対して少人数による指導を行い、習得でき
るようにしたことにより、個に応じた指導の充
実が図られ、算数Ａにおいて、「量と測定」「図
形」「数量関係」で全国を上回ったと考えられ
る。

児童質問紙

学校質問紙

◎
◎

学習意欲の向上に効果的なＩＣＴ機器等の導入
長期休業中の学習サポートやほっかいどうチャレンジテストの効果的な活用
家庭学習習慣を身に付ける取組の推進

「理科の勉強は好き」と回答した児童の割合が、
全国及び全道を上回っている。

「理科の授業の内容はよく分かる」と回答した児童
の割合が、全国及び全道を上回っている。

全ての学校が、「理科の授業において、児童の好
奇心や意欲が喚起されるよう、工夫した」と回答し
ている。
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【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

【生徒質問紙調査】

保護者に対して生徒の家庭学習を促すよう
な働きかけを行ったことにより、家で、自分で
計画を立てて勉強に取り組むなど、家庭学習
の習慣の定着が図られたと考えられる。

理科の指導として、補充的な学習を行うな
ど、個に応じた指導の充実を図ったことによ
り、生徒の学習意欲が向上し、「物理的領域」
「化学的領域」「生物的領域」で全国を上回っ
たと考えられる。

○

【学校質問紙調査】   【学校質問紙調査】

○

○○

○

学校質問紙

長期休業中の学習サポートやほっかいどうチャレンジテストの効果的な活用
学習意欲の向上に効果的なＩＣＴ機器等の導入

家庭学習習慣を身に付ける取組の推進

○

◎
【滝上町の学力向上策】

保護者に対して生徒の家庭学習を促すような働き
かけを行った。

理科の指導に関して、補充的な学習の指導を行っ
た。

望ましい生活習慣の定着に向けた取組の推進◎

■滝上町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：20人）

○

【教科全体の状況】

【分析】
国語Ａでは、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読む
こと」、Ｂでは、「話すこと・聞くこと」で全国を上回っ
ている。

理科では、「物理的領域」「化学的領域」「生物的
領域」で全国及び全道を上回っている。
「家で、自分で計画を立てて勉強をしている」と回
答した生徒の割合が、全国及び全道を上回ってい
る。

「理科の勉強は好き」と回答した生徒の割合が、
全国及び全道を上回っている。
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◎
◎

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（話すこと・聞くこと）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

国語Ｂ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

数学Ａ（数と式）

数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）

数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

理科（物理的領域）

理科（化学的領域）

理科（生物的領域）

理科（地学的領域）

滝上町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

20.0 

17.4 

16.6 

45.0 

35.2 

35.5 

20.0 

33.9 

34.8 

15.0 

13.4 

13.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滝上町

全道

全国

家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか

している どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

40.0 

32.7 

30.0 

35.0 

33.2 

32.9 

20.0 

22.3 

24.1 

5.0 

11.7 

12.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滝上町

全道

全国

理科の勉強は好きですか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

100.0 

54.0 

38.8 

41.8 

53.1 

3.7 

7.5 

0.2 

0.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滝上町

全道

全国

保護者に対して生徒の家庭学習を促すような働きかけを行

いましたか

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない

100.0 

31.1 

24.6 

59.1 

60.6 

9.2 

13.8 

0.3 

0.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滝上町

全道

全国

理科の指導に関して、補充的な学習の指導を行いましたか

よく行った どちらかといえば、行った あまり行っていない 全く行っていない

- 375 -


